
・'冨

″
●● |,,コ `,1,,|●

事●l イノベーターと起業家精神 10

P●●l e

輻 癬
…
●"…
|●●,,… ●●品 ●●n

lB=HAuSlの t ム ベージ
菫RII 会 ■ ′ヽ ,による「フォルウスバウ利 で木邁工郵 t住宅の
一時̂ ●凝いた,山東―さん 巖山さん|ムヽま 断だな憲づくりのかたち
を■議す0 そ れば住宅0●針 見鶴も, 籠 工,t景 づくりのすべて
`,盟 =ユー̀―  饉 憮  t轟 踊 できる0たちた ソフトウェア
ロ■'インターネットの分野,ら―翻 tしたiオープンフー利 の手法を政
'スト イン'―ネ,ヽや摯 活用した日由な霰づくりの調 方横 示
する

暉̈
＾
が
霞
づ
く
り

腎

…

『●
〓
●
‘
象
´
●
●
〓

の
に
■
■
●
力
か
自
分
で

つ
く
る
も

の
た

０
た
　

■
●

が
だ
ん
だ
ん
と
価
天

に
つ
く

っ
て
―

●
，
よ
う
に
な
０

■
め
店
や
塗
集
よ

に
よ

ぅ
マ

象
を

つ
く
る

こ
と
か
裔
発
に

な

っ
て
し
‘

っ
た
　
家
ぺ
の

わ
れ
わ
れ
は
烹
づ
く
，
を
‘

，

一
度
収
，
Ｘ
‘
，
け
れ
ば

い
●
●

¨
」

と
こ
す
の
に

菫
簗
な
の
け
山
東

一
ぎ
κ

漱

山
さ
ん

は
１

，
，

‘

，

執
自
の
＾
・
レ
ン
ツ
ー

，
，
輸
“
ｔ
黎
漱
し
た
よ
う

く
●
″
肇
葉ヽ
す
る
い
Ｏ
Ｍ
ン

ー
，
■
零
ど
握
摯
●

住

十
商

“

『
フ
，
¨
，
ス

＾
，

´
〓
工
●
”
●
た
趣
集
零
＾

整

慟

■

，

ｒ

´
ネ
ル

●
′
ン
ブ

ル
●
夢
「
を
練
″

合
も

ヽ
　
藤
王

の
口
任
‘
表

現
で
‘
０
住
ｔ
ン
ス
テ
ム
は

人
気
を
呻
し
　
以
来
を

０
●

●
〓
業
，

で
に
”
，
０
●
ｏ

凛
な

鐘

Ｔ

●
ヽ

し
か
０
　
獄
山
ぎ
ん
●

¨

，
シ
ン
ツ
ー
●
―
餃
“
の

情
銀
か
趣
薬
集
倅
と
な

っ
て

い
た

「
フ
オ
″
タ
ス
ハ
ウ
ス
一

ド
Ｈ
山
な
本
づ
く
０
の
厠
発

●
´
ヽ
フ
，
■
■
″
な
い
と

力
＾
　
２
１
０
０
■

北
涌

遺
●
新
会
社

『Ｂ
●
―
，
Ａ

ｏ
，
ｏ
Ｒ
こ

を
線
Ｒ

断

た
に

ｏ̈
●
―
卜
Ａ
ｏ
Ｓ
」

ｔ
の
名
前
で
販
売
を
は
●
め

＾

●
＾
　
同
理

に
，
の

「
Ｂ

，
Ｉ
Ｈ
Ａ
●
Ｓ
」
を
盤
て
た

い
と

い
う

全
国

の

ユ
ー
ザ

‘
　

κ
許

■

ｔ

〓

●
〓
“

り

「
ｏ
ｉ
，
Ｒ
ｏ
ｋ
Ａ
ヽ

ヽ
●
●

（ン
ト
●
ア
ン
　
ネ

´
―
こ

と
い
，
任
意
ｍ
緻

嚢

し
ヽ

ま
つ
て
り
の

オ
ー
プ
ン
ツ
ー
ス
化

『ン
ト
一
ア
ン
　
■
´
―
」

の
¨
ぢ
艤
み
‘
臓
解
羅

一

た
の
は
　
筐
て
ヽ
■
一
董
‘

る
た
め
に
，
要
な
綺
●
螂
●

法

　
は
■

一
〓
一
ア
ル
　
菫
・

日
●
Ａ
Ｏ
ツ
フ
ト
を
、
す

＾

て
＋
，
´
＾
，
ラ
■
に
公
【

し
　
饉
で
‘
無
籠

で
′
●
ン

こ
の
大
旭

０
取
，
緻
み
を

実
繊
０
た
法
山
さ
ん
の
，
え

の
凛
本

に
は
　

●
ン
ピ

●
，

，
，
の
ソ
フ
ー
０

，
，
や
イ

レ
，
―
ネ

●
―
の
，
”
で

一

一
４
〓
空
町
触
電
場
報
‘
鬱
“

継
燿
術
４
紺

界

満
辞
絡
興
極
籠

の
考
え
方
を
■
モ

で
実
”
し

た

い
と
い
●
■

え́
が
あ
る

「
オ
，
シ

ン
′
，
メ
化
」

と
は
　
あ
る
人
が
自
ら
南
棄

し
た

ツ
ラ
ー
ウ

一
′
ｔ
広
く

公
腕
●
　
旅

で
●
麻
“
で
悧

用
で
，
　
ま
た
，
”
ツ
，
ス

プ

●
ク
ラ
ム
を
Ｌ
で
‘
●
山

●
“
摯
で
き
０
よ
う
に
す
０

一
ヽ
●
ヽ

“
８

モ

公
用

さ
れ
た
ツ
フ

ヽ

は
多
く

０
人

●
コ
用
さ

れ
　
ツ
ー
ネ
ア

●
夕
，
４
●

ｎ
由
に
０
正
　
改
善
さ
＾
る

こ
と
に
よ

ぅ
て
　
元
の
ソ
フ

，
ウ

‘
ア
に
０
な
か

０
た
新

し
い
“
“
メ

加
え
●
五
交
瞑

し
て
い
′
、

秩
山
ぎ
κ
お
●
ち
円
発
し

ヽ
こ
ｔ
工
法

●

ユ
ー
ザ

ー

墨
察
豪
　
工
務
所

の
区
別
●

議 姜ヽ̀ ■機 網機

…
損

7:驚さ;錮・・“̀●●●判●

「Ot― ●Ao,,t● ′,,口 |●0たに

”^
●
”
〓

′
〓
〓
菫

●
″
ヽ

●
，

′
，

●

´
●

●
お
“
＾
エ

，
３

介

す

●

＾
，
，

　

●
●
‘
ｋ
ｔ
●
●
菫
‘
、

一
，
●
０

●
●
●
，
●
‘
●
●
■
一〓

●
、
化

●

●
ｒ
‘

‘

，

●
〓

●

く
広
く
公
開
す

る
●
と
で

工
と
に
対
す
る

お
う
ゆ
る
立

島

の
意
見

や
，
‘
，
●
ア
●

嗅
釈
し
　
，

‘
●
健
全
に
百

山
に
発
展
さ
せ
る
０
●
を
あ

ｖ
ユ
■

ワ̈
■
＾
ル
の
工
法

′
ウ
＾
ウ
を

０
イ
ヤ
，
´
‘

―
を
，
Ｍ

う
“
羮
苦

Ｌ
限
定

ｏ
ｌ
●
で
，
‘
よ
う
に
０
た
　
崚
的
な
，
ス
方
●
″
ｏ
つ
つ

こ
と
　
　
　

　
　
　

　
　
　

あ
る

『
オ

ー
プ

ン
ツ
ー
メ
」

,■r、1ぅ、ぅ,,1摯H摯
… … … ‐

`::`盤
= " ,¨ ヽ

一
|",■
',● |‐
●●●
一

ヒιl``4・・

″““■コ

●“ ●,
―

,`
●●●●ヽ‐ ‐ ●`,ヽ

肥 調鼎囀籠予¨.・1:L―・‐..・.愴鋼 籠務諄

"● ●●1潟● ―ヽ´

¨ AQlo―
/建築水分計A

``●●●●●‐ ●,1●●●●‐ `焙く●
●●̀ く ●ヽコ|==‐ ●,,0● `●●●
●●●●● ●′●イ●ヽ ●,
^¨  ,,′■IⅢ―"` ●稿 kt● は,
'1'●,ヽ●ヽ ●■幅 ,ヽ,■ ,,,メー●―
0,,― ,,薔 ●●●●",●●●●●●●
●●●_ヽ ‐人●ラ` ●ヽ輛 |●●に ,

5im *r:nr::.:t+**,n



―

“01,■ ‐ t,1,,0●
1 1 ‐

｀

シ ■・例 イノベーターと起業家精神

朧

側l■―さん(“)

童
づ
く
０
●
い
う
い
０
亀

）ｔ

●

う

い

‘
，

で
の
“

０

●
く
０

お
●

一
人

一
人
の
“

●
●
０
●
　
０

人
●

●

●
●

●
て

オ
●

●
●
●
〓
，
一
ｔ
の

●
，

０

●
た
　

●
う

に
０
こ
■
ラ

●

―
ナ

，
ス
ト
に
よ

●
て
〓
●
餃
え

，

る
こ
ｔ
す

０
て
●
●
さ
い
■

●

‘
，
　
こ
０
大

工
●
ん
０

い
い

●
０
‘

す
る
　

い
い
●

い
●
●

●
て

い
る
　
●

●
●
〓
０

，

ス
エ
●

カ

●
，
●
●

で
●
●
”
”
”

し
た
　
０

●
し
　
，

К
Ｏ
●
―
サ
ー

●
家
ラ
く

０
０
日
利

０
，
て

●
ｔ
く

‘

●
て
し

，

●
″
　

‘
栞

０
”
つ
く

０
●

●
●

‘

ん
と
ん

０
●
●
●
‘

”

●
て
し
，

い
ま
し
ヽ

お

赫

”

諏

幡

一

¨

¨

智

雌

，

ヽ

こ

と

　

イ

ン

タ

ー

，

，
卜

●

フ

０
ク

０

●

ヽ

●

●

，

―

´
，

ン

て

お

月

●

　

ｔ

●
，

●

ピ

●

●
‘

●

■

だ

と
●
　

０

●
と
言
燿

的
に
と

い
，

ア

ィ
デ
′

，
　
と
ん
と

ヽ
取

０
‘

ヽ
で

え
コ
ヽ

●
て
い
０
た

い
　
こ
の
し
く

，

の
な

か
０
　
”
づ
く

０
●
ｔ

●
●

い
０
ん
０
こ
●
，
で
●
‘

は
，
で
，“^
ヽ

『オ
ー
プ
ン
ツ
ー
一企
と
　
¨

●
０
，

　

　

　

　

　

　

一

０
レ
ビ

●
１
，
―
′
ネ

一

，
ヽ
，
１
，
●
ミ

一
●
′

一

，
，

，
レ
０
●
●
●
持

０

一

た
と
‘
″
，
　

ツ
，
ヽ
ウ

一

¨
昭

¨
一
一
ガ

“

一

●
●
ｔ
ｉ
●
ｔ
不
■
●
，

一

″
正
で
●
　
●
＾
●
口
籠

一

ｔ
ｉ

●
コ
ヽ
て

い
く
‘

い

一

●
〓
え
″
′
ヽ
０
●
一
　
　
　
一

鵜一̈一一̈̈̈
一

●
×
」
，
Ｗ
て
，
ブ
ラ
，

一

ヤ
０

「
Ｍ
０
２
，
０
●
人
一

●
―
●
ｔ
●
０
メ
」
０
と

一

篭

　
　
　
　
　
　
　
　
・

為
酪
駅
り
４
一

“ル０「凛̈
い
」０”
一

工
蓋
，
公
園
０
　
そ
０

●

一

●
に
よ

●
て
工
〓

０
，
ｔ

一

■
０
て
０
く
　
住
宅
彙
“
一

，
●
”
菫
工
羞
０
●
月
■
一

ｔ
”
ヨ
ロ
の
み
に
，
層
＋

一

ヽ
フ
一フ
ン
，
●
イ
ズ
●
‘
●

艦

鶴

館

責

ぞ

一
わ
Ｌ
県
一●

使
型
Ｔ
与

え
る
フ
ウ
ン
ケ
■
イ
メ
方
式

一与
語
出
残
キ
＾
方
＾

“
た
に
ヽ
，
０
を

設
立
す
る

秋
山
せ
ん
は
　

れヽ
ま
で

”

，^
ヽ
●
ア
ン
　
，
●
ヽ
」

め
‘
彙
●
〓
●
に
活
性
化
０

せ

［
発
当
初
か
ら
の
０
ほ

た
０
た

「オ
ー
ク
ン
で
，
，

―
な
ま
づ
く
ｏ
」
を
検
飛
■

‘
た
め

，
一な
ｏ
ｏ
７
年

―
●
“
Ｎ
，
０
な
人

「，
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
ｋ
Ｓ
　
“
未
■
薇
一

【
，

´
―
フ
ー
ク
」
を
設
立

，
＾
こ
と
，
ュ
め
た

‘
　
■
の
製
品
を

ユ
ー
，
，

や
鐘
の
餃
け
，
，
気
に
入

０

マ
撻

い
た
●
●
ば
　
工
場

で

察̈
●
ζ
“
摯
さ
せ
て
　
０
と

つ
あ
た
ｏ
の
，
メ
、
を
´
く

つ
ヽ

こ

か
言

ニ

黎
饉

フ
ト
●
ア
ン

イ

・
ヽ
」
で
は
“
遭
“
Ｌ
の
は

中
型

つ
て
，

■
‘
■
，

―

化
し
て
い
●
●
餞
“
“

●
の

に
な
奏
気
ン
ス
●
ム
や
外
“

，

，
キ
″
，
一‘
●
満
一
●

′
―

ｔ
の
１１
●
が
あ
る

プ

レ
ー
ヤ

ー
た
ち

の
‥

な

３

Ｎ
●
ｏ
の
活
動

の
大
首
●

い
い
●

い
０
●
ベ
ル
で
は
な

く
　
ひ
と
つ
の
ヽ
の
の
つ
く

り
な
‘
と
，
０
と
會
て
　
お

〓
と
摯
“
し
て
い
く
こ
と
，

一
番
や
●
を
，
●
い
０
な

い
」
ｉ̈

は
　
解

■
Ｆ
●

ェ
壺
一
で
ｔ

，

―
ザ
ー
で
し
よ
い
　
一あ
純

黎
苦

に
何
ら
か
の
”
“
τ
五

え
る
　
お
金
で
ヽ

い
い
０

●
ミ

●
一
テ
′
―
内
の
地
域

輌
賣

で
０
い
い
」
と

ア
イ
デ

ア
は
ヽ
０
な
い

ハ
ー

フ
ビ

ル
ド

　

セ

ル
フ
ビ
ル
ド
ニ
ュ
凛

……――……………イ′ヽ ■,‐たち

re[―HAυSJのイノベーション

0 -●
Tll店`収 を,く , 贅 室0て をおび0た IIに使,う
というるリカ`不 自燃 ,づ くり0お り方」“菫に日か
れていないために つく,鶏 口等J漱口きれている
0日 饉
ユーザー ■ ■lt 饉工■`跛 II 見増t, ■ 工0■
llを■■し 0苗 =意見を交競しながら】00ま づく,
tめぎ▼
0取 | l l lみ

ネ■■■̀ tt3を 餡胡●精 ●エマ=,ア ル 餞 l10A
O●イン,―ネット■に," ウ ェプサイトと実日のヽ

離 鍛 職 :ξ
;:ξ ::奎 t干艦 毬

ネ

ッ
ト

・
プ
ロ
グ
の
双
方
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
用

家
づ

く

り

の
洗
練

　
発
展
を

め
ざ

す

一
　

組
織

に
は

一
ン
ト

●
ア

ン
　
，

´
―
」
に
■
録
す
０

全
国

の

ユ
ー
サ
ー
　

コ

染

家

　

ｔ
ヽ

も

の
全

員

の
は

か
　
す

●
´
′
，
カ
ー
や
ア

●
”
．
―
■
“
‘
′
登

０
々

お
け
た「■

月

　
“
”

′
―

”

―
　
，
お
【

般
計
士
　

，

，
サ
１
０
あ
れ
ヽ
「
自
由

に

な
兒
文
ｎ
ｏ
な
”
‘
ま
つ
く

，
で
，
る
　
●
ン
ピ

一
―
′

同
十
を

つ
″
ぐ
″
，
，
，
の

よ
ヽ

，
０
‘
一
と
い

ｏ
の
か

緞
山
せ
ん
，
格
く
ヽ
い
ｏ
伸

だ

司

え
ば

“
な

ら

い

，
”
昌
を

つ
く
０
た
い
●
す

●
は
　
蘇
づ
く
ｏ
の
フ
●
―

ヤ
ー
‘
●
ヽ

一
，
サ
ー
　
な

“
森
　
■
“
川
に
家
う
ヽ
ｏ

の
な
藤
〓
籠
ば

，
，
一餃
“
す

る
こ
と
に
お
‘

一ね
肝
‘
か
建
て
て
　
，

，
，
１
か
，
れ
し
い
●
●
い

う
の
で
は
，

い
　

一
―
サ
ー

に
，
，
そ
の
よ
う
に
力
，
●

夕
に
ハ
た
よ
う
な
０
の
を
立

０
の
で
な
く
　
０
カ
，
，
の

，
な

〓

●

議

Ｆ

●
う

の
体
を
使
わ
な
い
０
で
も
理

Ｍ
を
お
か
っ
て
本
を
つ
く
●

マ
に
し
い
一

『
一
々
　
工
建

や
澪

土
に
“
●
の
０
　
籠
主
が
い

れ
ば
い
い
　
仕
事
が
あ
れ
ば

ヽ
，
０
で
は
　
，
，
，
，

こ
‘
】
か
れ
た
住
宅

の
時
薇

，
生

か
し
　

ヽ

ル
フ
マ

ル

●
　
＾
―
ツ
ピ
”
●
め
，
オ

ー
ト
を
強
化
す
‘

´
ユ
年
遅
瞼
ｔ
迎
え
だ
団

嗅
世
代
ヽ
今
晰
０
い
人
■
を

皓
め
よ
う
と
し
て
い
る
　
●

の
”
代

は
　
＾
●
´
′
，
，

，
の
任
ヽ
や
マ
ン
，

●
ン
，

菫
う

と
い
，
選
択
叫
を
持
●

な
メ
ち
　
自
分
で
ま
ｔ

つ
く

る
こ
と
を
来
し
あ
‘
世
代

セ
カ
ン
ト

＾
，
メ
を
０

つ

畑
の
力
‘
′
ァ
ー
ス
ー
＾
ウ

′
●
嬌
毒
せ

た

い
し
い
う
●

う
し
ヽ
世
代

の
需
要

に
応
え

て
い
せ
た
い
一
と

い
●

(″ラ ロ入菫||●●ヨ■■,

リイ ク,,体材00 %以 上の

外議晰lIII
,お, I t
,,`,``● "●‐ ●沐“ tt● `“,たメ■
●鮨 ●II
`… ●●,,′ ,^,“ 0●●

●●II●
^●●I●■●●●●●●‐  ■●0■ ●●●●
●'● ●“●ヽ ` 凛 ●●̀ ●,,

■●■
,■,`■ |●| ●,●●●●●●●●●●●●●,

株 式 会 社 ナ カ イ
,― ―  ,●●●●●●●●“,,
,ⅢⅢ,,,|●●1,,X●お,`●,●

'虻 "`|― ●… ■"j・

●●●●“ "`"“ ,‐|“''‐ ●,… ●1‐
●,,'■  ■ ||●,|‐●,|‐ ●“ ,,¨′●
`●●`,● |●― 眸 ,ヽ,,‐ ●“ “ ,“
大●■," "て "… 神 ,,‐ `●鰤 “ ,

1」: :質. I雛 監 l斜 な 蝠 :霊
●●■,●  Ⅲ ●●,い 'ヽ 'ヽ●神 |●''
●''`,,■ tl 瑯 S IⅢ `,,'嗜 “

イー́ |●―|¨  ●●・。・ヽ ・=,,,掟 ●,
ヽ ●人,4 ● ア●●k●■●●●■̀●
^● |●¨ ■●,大●●=●●
●ヽ|●́ ●,`●̀ ●●TI●●●●

●●●●
ク●̂ ●… 1,x●●̈ ●“  |“ "_ `● `,‐
●… ■‐ ●●̀ `′■●●●●●● ■■■̀"●

●●●●
"ヽ 藝  `・"・ ,́

● ●|● |●‐  ● ● ●

●●● `,● `喘  1姉 ¨

■ ● ||¨  ¨ ¨ “¨


